
企業で働くことへの理解
が浅いまま就職し、入社後

「こんなはずではなかった」
という状態になりがち

　
近
年
、
就
活
の
早
期
化
が
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
行
の
ル
ー
ル
で
は
、

説
明
会
な
ど
の
広
報
活
動
は
3
年
次
の

3
月
か
ら
、
面
接
な
ど
選
考
活
動
は
4

年
次
の
6
月
か
ら
、
内
定
は
10
月
以
降

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
3
年
次
の
夏
か

ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
実
質

的
な
採
用
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
早
い
時
期
に
内
定
を
出
す
企
業
が

多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
大

学
か
ら
は
、「
学
修
時
間
が
奪
わ
れ
て

い
る
」
と
い
う
不
満
が
出
て
い
ま
す
。

　
実
は
企
業
も
早
期
化
を
歓
迎
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

も
内
定
を
早
く
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、
入

社
日
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
り
、
内
定

者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ス
ト
が
か
さ

む
か
ら
で
す
。

　
問
題
な
の
は
、
早
期
化
よ
り
も
就
職

活
動
の
時
期
が
短
期
集
中
で
あ
る
こ
と

で
す
。
就
職
活
動
に
は
応
募
す
る
前
に

「
社
会
認
知
」「
仕
事
認
知
」「
企
業
認
知
」

「
企
業
理
解
」
の
４
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が

あ
り
、
現
状
で
は
こ
れ
ら
全
て
を
就
活

直
前
の
２
〜
３
か
月
に
集
中
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
社
会
認
知
」

か
ら
「
企
業
理
解
」
ま
で
が
手
薄
に
な

り
ま
す
。ま
た
、今
の
学
生
は
ワ
ン
デ
ー
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【図表１】就職までの５STEP～就活はESや情報解禁日からスタートするものではない

【図表2】社会や企業の変化によって生まれる大学の機会点と教育施策例

～終身雇用・総合職採用前提からの脱却

どうなる？ これからの
採用活動・就活

就
活
の
早
期
化
や
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
悪
か
？

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
よ
り

ス
キ
ル
重
視
の
採
用
へ

就活の早期化、インターンシップの弊害は、なぜ起きているのか？
今、企業はどのような方法で、どのような学生を採用しようとしているのか？
新卒採用の現場の最新動向を伝える。

（株）ベネッセi-キャリア
取締役

大竹 航

お
お
た
け
わ
た
る
●
1
9
7
4
年
生
ま
れ
。
2
0
0
1
年

（
株
）イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
入
社
。人
材
派
遣
・
紹
介
な
ど
一
貫
し

て
採
用
関
連
事
業
に
携
わ
る
。
2
0
1
5
年（
株
）ベ
ネ
ッ
セ

i
|

キ
ャ
リ
ア
取
締
役（
新
卒
事
業
本
部
長
）に
就
任
。

Column

も
含
め
て
平
均
10
〜
15
社
程
度
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
た

め
、
３
年
次
に
集
中
し
て
こ
な
そ
う
と

す
る
と
、
学
業
に
支
障
を
来
す
こ
と
は

明
白
で
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、

大
学
と
企
業
が
協
力
し
て
、
学
生
が
長

い
ス
パ
ン
で
じ
っ
く
り
と
社
会
や
企
業

を
広
く
理
解
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
具
体
的
な
改
善
策
と
し
て
、
就
職
ま

で
の
ス
テ
ッ
プ
と
そ
の
内
容
、
理
想
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
【
図
表
１
】
に
示
し

ま
し
た
。「
社
会
認
知
」「
仕
事
認
知
」は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
１
年
次

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。「
企
業
認

知
」
は
、
１
〜
３
年
次
に
数
社
の
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
で
深
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
学

生
は
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を

知
る
こ
と
も
、
自
ら
の
課
題
を
把
握
し

大
学
の
学
び
に
生
か
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
業
界
へ
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
や

み
く
も
に
企
業
説
明
会
に
参
加
す
る
必

要
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
採
用
活
動
に

ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活

用
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
背
景

に
は
、
大
手
の
人
気
企
業
に
応
募
が
集

中
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
、

10
％
の
人
気
企
業
に
就
職
希
望
者
の

60
％
が
応
募
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
学
生
の
認
知
度
が
低
い
B
t
o
B

企
業
や
中
小
企
業
は
、「
待
っ
て
い
て

は
よ
い
人
材
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
危

機
感
か
ら
、
学
生
に
直
接
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
人
気
企
業
は
何
万
人
と
い
う

応
募
者
か
ら
自
社
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
数

百
人
、
数
十
人
の
人
材
を
採
用
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
型
の
書
類
選

考
で
絞
り
込
み
、
面
接
を
重
ね
な
が
ら

人
物
を
見
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
は

手
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
う
え
に
、
本
当

に
求
め
る
学
生
を
獲
得
で
き
て
い
な
い

と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

人
気
企
業
も
学
生
と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
り
な
が
ら
彼
ら
の
志
向
や
能
力
を

見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
企
業
が
新
入
社
員

を
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
採
用
し
続
け
て
き

た
前
提
に
は
、
彼
ら
が
辞
め
ず
に
働
き

続
け
、
10
年
後
、
20
年
後
に
成
果
を
出

す
こ
と
へ
の
期
待
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
30
歳
以
上
の
会
社
員
の
半
数
以
上

が
転
職
す
る
よ
う
な
時
代
に
お
い
て

は
、
企
業
は
「
10
年
後
に
花
開
く
か
も

し
れ
な
い
ハ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
人

材
」
よ
り
も
「
今
、
自
社
が
必
要
と
し

て
い
る
ス
キ
ル
が
あ
り
、
す
ぐ
に
成
果

を
出
せ
る
人
材
」
を
求
め
、
ジ
ョ
ブ
型

採
用
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
流
れ
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
大

学
入
学
時
の
能
力
が
重
視
さ
れ
、
偏
差

値
の
高
い
大
学
に
入
学
し
た
学
生
の
ほ

う
が
就
職
時
に
有
利
で
し
た
。し
か
し
、

企
業
が
「
何
が
で
き
る
の
か
」
に
着
目

し
て
、
学
生
の
能
力
を
見
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
偏
差
値
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず

大
学
で
磨
い
た
能
力
・
ス
キ
ル
を
就
職

に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
、
多
く
の
企
業
が
求
め
て
い
る
の

は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
I
T
ス
キ
ル
で

す
。
私
た
ち
が
提
供
す
る
学
生
紹
介

サ
ー
ビ
ス
で
も
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
検
索

ワ
ー
ド
で
絞
り
込
み
を
か
け
る
企
業
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

文
系
学
部
の
学
生
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ら
の
知
識
・
ス
キ
ル
が
身
に
付
い
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
就
活
に
影
響
す
る
可

能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。
加
え
て
、

身
に
付
け
た
ス
キ
ル
を
言
語
化
し
て
企

業
に
伝
え
る
能
力
も
必
要
で
す
。

　【
図
表
２
】
は
、
社
会
や
企
業
の
変

化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
大
学
の
機
会
点

と
そ
れ
に
対
応
し
た
施
策
例
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
参
考
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
っ
た

キ
ャ
リ
ア
支
援
、
就
職
サ
ポ
ー
ト
を
実

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企業認知

1

2

1年次

～

▶ステップ１～３が手薄
▶全プロセスを就活前に
   一気にこなす短期集中

社会の中で長期的な自分のキャリアを考えるために、
社会の現状や仕事をすること、就活市場について学ぶようなキャリア教育

具体的に何をするか

企業で働くことを知るための長期インターンシップまたはそれが目的のアルバイト
→そこでの気づき、自分の課題を、大学の学びに生かす

興味がある複数の企業でのインターンシップを通じて、各社の現場を知る

やみくもに応募せず、自分の能力が生かせ、成長できそうな企業に絞って応募

理想のスケジュールステップ

大学の機会点 求められる教育施策例

▶質の高い人材を実社会へ送り出す
　 高等教育への期待の高まり

▶求められるスキル、能力の変化

▶大学名よりも学生個人にフォーカスした
　 採用活動へ

社会で求められる人材像、能力を反映した
マーケットイン、学修者本位の教育への転換

Society 5.0時代の「読み書きそろばん」
データサイエンス教育や文理融合型教育等への対応

身に付けたスキル、能力を
表現するしかた（言語化）を教育

▶人口減による働き手不足　　　　　　　

▶AI、IoTの活用、データ駆動型社会

▶グローバル化

▶変化が激しく予測困難な社会

▶社会課題の複雑化

▶終身雇用を前提としたポテンシャル採用
   からスキル・能力重視のジョブ型採用へ
▶採用プロセスの効率化
　（母集団の質を上げ、一人ひとりの応募者
   と向き合い、ダイレクトにつながる採用）
▶各人のスキルにより給料に差が出る

現状のスケジュール

社会認知・
仕事認知

3年次

↓

4年次

3

4

5

企業理解

応募・選考

内定

社会環境の変化 企業の変化

□

□

□

特集  Society 5.0時代のキャリアと教育


